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背景：超伝導トンネル接合(Superconducting tunnel 

junction : STJ) 検出器は、従来型のMCP 検出器な

どと異なり、運動エネルギーが 100 keV以下の領域

のイオンや中性粒子を 100%の効率でエネルギー分

散検出できることを特徴としており、分子進化の解

明 で 重 要 な 、 解 離 性 再 結 合 (dissociative 

recombination : DR)反応の詳細な分析を目指したイ

オン蓄積リング等での中性フラグメント測定への

適用が期待されている。しかし、これまで STJ 検

出器は主にX線検出器として開発されていたため、

そのイオン検出器としての特性の研究は限られていた [1]。そこで我々は、STJ 検出器のイオン検

出特性を評価するため、筑波大の重イオン源に

STJ 出器を組み合わせた装置の構築を進めている。 

実験：装置の構築状況は次のとおりである。3He

クライオスタットを産総研より筑波大加速器セ

ンター9 階の重イオン源施設に移設した。同 3He

クライオスタットに、200ch Nb/Al STJ 検出器を搭

載、検出器へのイオン照射を可能とするため、既

設の 100ch 用スナウトと配線を撤去、200ch 用の

配線とスナウトを取り付けた。改造後のクライオ

スタットにNb-STJ検出器を取り付けて軟X線を

照射し、応答を測定した（図１）。1.5 keV の Al-K

線に対し、エネルギー分解能 30 eV, 読み出しノ

イズ 13 eV を実現した（図２）。読み出しノイズは、産総研や高エネ研でこれまでに実現した値

と同等であり、イオン検出器の評価に十分である。今後は、同素子に重イオン源で発生させた C, Au

等のイオンを照射、その特性を評価する予定である。 
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図 1 STJ素子外観 

図２ Al－K線のエネルギースペクトル 
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